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第
12
回  

射
水
市
社
会
福
祉
大
会
　
～
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

　
平
成
29
年
10
月
4
日
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化

ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル
に
て
「
第
12
回
射
水
市
社
会

福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
福
祉

関
係
者
お
よ
び
一
般
来
場
者
含
め
５
０
０
名
を
超

え
る
参
加
の
も
と
、
盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
決
意
を
新
た
に
「
互
い
に
助
け
合
い

支
え
合
う
ま
ち　
射
水
」
の
実
現
に
向
け
て
、
一

層
努
力
す
る
こ
と
を

宣
言
し
、「
福
祉
人

材
の
育
成
お
よ
び
幅

広
い
年
齢
層
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
す
る
参
加
推
進
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
協
働
に

対
す
る
支
援
強
化
」、

「
地
域
福
祉
推
進
の

場
づ
く
り
と
拠
点
整

備
」「
包
括
的
な
共

生
社
会
の
実
現
」
な

ど
11
点
を
掲
げ
、
参

加
者
一
同
で
決
議
を

行
い
ま
し
た
。

式
典
開
催

第
一
部

　

射
水
市
の
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
42
名
4
団
体
の
方
々
へ
、
射
水

市
社
会
福
祉
協
議
会
長　

宮
城
澄
男
よ
り
表
彰
状
の
授
与
な
ら
び
に
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
者

�

及
び
団
体

　

長
き
に
渡
り
社
会
福
祉
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

（
個
人
）

　

林　
　

弥
生　

旭　
　

邦
彦

　

森
永　

照
子　

砂
原　
　

満

　

金
瀬　
　

隆　

高
橋
み
ゆ
き

　

海
老
江
幸
子　

塩
井　

康
子

　

佐
野　

武
彦　

串
田　

伸
男

　

北
田　

律
子　

板
坂　

憲
司

　

関
原　

明
美　

門
嶋　

幸
子

　

山
崎　

洋
子　

湯
尾
田
鶴
子

　

浦
上
勇
貴
有　

古
谷　

敏
美

　

佐
藤　

悦
子　

大
垣
咲
千
子

（
団
体
）

　

射
水
市
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

連
絡
協
議
会

　

櫛
田
福
寿
会

○
社
会
福
祉
事
業
協
助
者

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

（
個
人
）

　

徳
中　

紀
子　

松
本　

和
子

　

高
田
萬
寿
子　

前
田
テ
ル
子

　

岩
井
久
美
子　

澤
田　

農
行

　

森
田
ク
ニ
子　

向
野
八
重
子

　

澤　
　

祥
子　

松
隈　

照
子

　

奥　

喜
代
美　

中
波
ミ
ヨ
子

　

西
村　

康
子　

前
田
登
美
子

　

四
日　

恵
子　

堀　

多
喜
代

○
社
会
福
祉
事
業

�

協
力
援
助
者
感
謝
状

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

に
対
し
積
極
的
に
協
力
、
援
助
を

行
っ
た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

井
上　
　

修　

久
々
江
ま
す
美

　

油
谷
な
み
子　

丸
山　

幸
一

　

石
黒　

曉
美

○
寄
付
者
感
謝
状

　

本
会
に
10
万
円
以
上
の
ご
寄
付

を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

（
個
人
）

　

野
崎　

明
美

（
団
体
）

　

富
山
桜
吟
会

　

射
水
市
立
新
湊
中
学
校
生
徒
会

※
敬
称
略
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金
城
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
の
内
慶
瑞
先
生
よ
り
「
寄
り
添

う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」と
題
し
、基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
「
今
日
、
地
域
に
は※
８
０
５
０
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
Ｓ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
、
生
活
困
窮
な
ど
様
々
な
新
し
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
地
域
に
あ
る
『
問
題
の
芽
を
摘
む
こ
と
』
が
地
域
福
祉
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
芽
が
な
ぜ
芽
生
え
た
の
か
？
ど
う
す
れ
ば

問
題
の
芽
に
対
応
で
き
る
の
か
？
に
つ
い
て
住
民
み
ん
な
で
考
え

実
行
す
る
こ
と
が
地
域
福
祉
で
す
。
射
水
市
は
地
域
振
興
会
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
す
る

戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
パ
ワ
ー
を
持
っ

た
住
民
が
自
ら
起
こ
す
行
動
を
支
え
る
体
制
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

環
境
を
お
お
い
に
活
か
す
べ
き
で
す
。
一
人
一
人
の
、
ほ
ん
の
少

し
の
目
配
り
・
気
配
り
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
、『
困
っ
た
』

が
言
え
る
素
敵
な
間
柄
の
ご
近
所
づ
き
あ
い
が
生
ま
れ
育
ち
ま

す
。
今
風
の
当
た
り
障
り
の
な
い
範
囲
の
行
為
で
成
り
立
つ
『
向

こ
う
三
軒
両
隣
』
を
実
践
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
徳
の
お
す
そ

分
け
を
す
る
こ
と
で
得
が
返
っ
て
く
る
『
お
互
い
さ
ま
を
分
か
ち

合
う
』
こ
と
が
大
切
で
す
。
お
互
い
さ
ま
の
助
け
合
い
は
循
環
し

て
い
く
も
の
な
の
で
す
」
と
寄
り

添
い
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

各
地
の
支
え
合
い
の
事
例
を
交
え

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

第
二
部

※
８
０
５
０
・・・
高
齢
の
親
（
特
に
母
親
）

と
50
代
の
子
（
特
に
息
子
）
の
世
帯

※
ダ
ブ
ル
ケ
ア
・
・
・
介
護
と
育
児
が
同

時
に
行
わ
れ
る
世
帯

※
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
・
・
・
・
家
庭
や
地
域
か
ら

孤
立
す
る
無
就
労
者

　

内
慶
瑞
先
生
の
基
調
講
演
の
後
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
り
の
あ
る
4
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
射
水
市
で
の
寄
り
添
う
ま

ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
を

背
景
に
市
は
全
力
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
地
域
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
事
業
を
開
始
し
、
平
成
33
年
ま
で
に
は
市

内
全
体
に
広
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
予
防
と
し
て
は
『
き
ら
ら
か
射

水
１
０
０
歳
体
操
』
を
普
及
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
関
係
機
関
の
協
力
を
受
け
、
医
療
や

介
護
の
連
携
が
必
要
な
と
き
に
は
、
切
れ
目

の
な
く
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
か
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
深
化
・
推
進
し
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
の
方
々
に

は
『
我
が
事
』
と
し
て
お
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
行
政
は
縦
割
り
で
は
な

く
『
丸
ご
と
』
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
に
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
の
構
想
や
展
望
）・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
任
務
・
使
命
・
や
る
べ
き
こ
と
）・

パ
ッ
シ
ョ
ン
（
情
熱
）・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
行
動
）

　

私
が
好
き
な
言
葉
で
す
。
力
や
情
熱
・
思

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

�

今
、
何
が
で
き
る
の
か
？
～

第
三
部

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

�

構
築
に
む
け
て
の
取
り
組
み

寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
射
水
市
長

�

夏
野
　
元
志
　
氏

地
学
一
体
へ
向
け
て

�

地
域
資
源
と
し
て
の
短
大

　
富
山
福
祉
短
期
大
学
看
護
学
科
　
教
授

�

炭
谷
　
靖
子
　
氏
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い
が
な
い
と
行
動
が
起
き
な
い
・
起
こ
せ

な
い
の
で
す
。
先
ず
は
思
い
（
パ
ッ
シ
ョ

ン
）
が
必
要
で
す
。
思
い
を
成
し
遂
げ
る

に
は
、
体
力
も
環
境
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
れ
に
は
自
分
自
身
が
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
る
こ
と
。
健
康
な
方
々
の
集
ま
る

場
所
は
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
思

い
や
り
を
持
て
る
空
間
と
な
り
、
環
境
が

整
っ
て
い
き
ま
す
。
円
を
重
ね
る
よ
う
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
や
し
広
げ
て
い
っ
た

結
果
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
が
で
き
る
の

で
す
。
富
山
福
祉
短
大
で
は
、『
地
学
一
体
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
地
域
と
共
に
学
び
合
い
、

地
域
の
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
に
む
け
て
若

者
自
身
が
地
域
を
理
解
し
、
地
域
で
活
躍

す
る
こ
と
で
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
と

な
る
よ
う
、
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
事
業
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
地

域
課
題
会
議
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
見
つ
め
な
お
し
、
自
分
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

生
ま
れ
た
集
い
の
場
（
♡
ハ
ー
ト
み
な
み
）

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、『
住
民
主
体
』
と
な

り
軌
道
に
乗
せ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が

高
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
地
区
発
・
住

民
発
の
ご
近
所
力
で
一
人
一
人
が
役
割
を

持
ち
、
や
り
が
い
・
楽
し
み
を
感
じ
て
み

ん
な
が
主
役
の
集
い
の
場
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
地
域
の
こ
と
は
地
域
全
体
で
取

り
組
む
、
福
祉
の
取
り
組
み
は
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
地
域
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
み
ん
な
一
緒
に
自
分

た
ち
の
住
む
南
太
閤
山
を
良
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
中
で
大

切
な
の
は
、
支
援
す
る
人
も
さ
れ
る
人

も　

そ
の
人
の
で
き
る
範
囲
・
持
て
る
力

の
範
囲
で
み
ん
な
が
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

射
水
市
は
ハ
ー
ド
面
（
地
域
住
民
の
活
動

の
拠
点
整
備
等
）
で
は
市
長
が
述
べ
た
よ

う
に
既
に
充
実
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

射
水
市
は
環
境
的
に
は
他
市
よ
り
一
歩
も

二
歩
も
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
い

ま
こ
そ
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て
『
い
み
ず
型
』

の
人
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

も
っ
と
進
め
る
時
期
が
来
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
地
域
住
民
だ
け
の
力
だ
け
で
は
な

く
、
専
門
職
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
）
を

巻
き
込
み
、
協
働
し
て
地
域
を
考
え
、
地

域
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。

　

4
名
の
発
表
に
つ
い
て
、
ど
の
立
場
に

も
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
目
配
り
、
気

配
り
を
し
、
息
長
く
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
全
て
の
参

加
者
が
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、『
我
が
事
』

と
し
て
今
後
も
寄
り
添
い
あ
う
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
、『
互
い

に
助
け
合
い
支
え
合
う
ま
ち
射
水
』
を
つ

く
る
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。
射
水

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
今
後
も
地
域
住
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
実
現
に
向
け
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
・
・

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
可
能
な

限
り
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
住
ま
い
及
び
自
立
し
た
日

常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ

る
体
制

※
地
域
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
事
業
・
・
・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
事
業
。
地
域
で
の
支

え
合
い
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
三
層
に

わ
か
れ
た
生
活
支
援
コ
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
第
1
層
に
は
保
健
師
Ｏ
Ｂ
、
第
2
層

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職

員
、
第
3
層
に
実
施
し
て
い
る
地
域
か

ら
選
出
さ
れ
た
方
）
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。

地
域
支
え
合
い
事
業
実
践
者
報
告

　
南
太
閤
山
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

�

高
島
　
秀
五
郎
　
氏

射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
今
、
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と

　
射
水
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

�

宮
城
　
澄
男



5 福祉いみず
2017.11

食事編
③

・素材そのものの味や風味を楽しむ
・味噌汁は具だくさんにして汁の量を減らす。
・麺類の汁を残す ・新鮮な旬の材料を使用し、素材の持ち味を

いかす
・昆布や鰹節などが持つうまみ成分やダシを
利用
・柑橘類（みかんや柚子など）、酢の酸味で
味にメリハリをつけ薄味をカバー
・薬味、香辛料、香味野菜で風味付け
・ゴマ、ピーナッツ等の香り高い種実類でコ
クだし

カリウムを多く
含む食材を摂り
いれる

　子どもの10人に４人が生活習慣病予備軍と言われており、成人の
３人に２人が脳卒中や心臓病につながりやすい高血圧と診断されて
います。
　これらの予防には、規則正しい生活習慣と「減塩」「体重管理」が
有効です。毎日の食事を見直してみませんか？

ばぬ先の
� アドバイス

転 ～おいしい減塩食で、循環器病を予防
� 誰でも、すぐにできる減塩法～

カリウムの多い食べ物

ポイント

料理のコツ

食べ合わせ

ナッツ果物

豆類
野菜 いも

　昨年度、射水市で12,131,295円のご寄附をお寄せいただきました。このうち、7,154,000円が
射水市内の申請団体へ助成され、地域福祉に活用されました。心より感謝申し上げます。
　今年も10月1日より赤い羽根共同募金運動がはじまりました。皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

射水のまちを良くするしくみ
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地域の福
ち

祉
か

力
ら

地区社会福祉協議会活動紹介

　市の南東部に位置し、土代・椎土・山本新・小杉北野
の４町内と太閤山東県住の５町内で構成されており、畑
作地帯が広がっている。特産物として大根、千石豆、す
いかなど様々な野菜が出荷されている。中でも「池多り
んご」は完熟で収穫することから食味が良く評価が高い。

　地域振興会、住民、社協が一体となり、支えが必
要になっても、安心して住み続けられる地域を目指
していきます。

▲ 七夕飾りを作ろう

▲ 手作り飛行機で遊ぼう

【会　長】　松岡　信昌
【設立年月日】平成18年12月21日
【人　口】　996人（平成29年１月31日現在）
　　　　　　・世　帯　数　362世帯
　　　　　　・高齢者数（65歳以上）302人
　　　　　　　　　　　　　　　高齢化率30.3％
　　　　　　・児　童　数（小学１～６年生）71人

◆地区社会福祉協議会とは？
　略して「地区社協」とよばれ、市内には27の地区社協が組織されています。地域の「困ったなぁ」をご近所パワーや地
域の力でできることはないかを考え助け合いをしています。

地区の特徴・歴史

地区社協からひとこと

　毎月、最終金曜日、池多コミュニティーセンターは「ち
びっ子サロン」に来る子どもたちの笑い声でとてもにぎ
やかです。このサロンは、主に子育てがひと段落した世
代（おばあちゃん世代）が中心となり、「子どもは地域
の宝。皆で守り育もう」という思で立ち上げ、子どもの
すこやかな成長とお母さんたちに子育ての楽しさや喜び
を感じてもらおうと開催しています。内容は伝承遊び（お
手玉、コマ回しなど）やクリスマス会などの季節に応じ
たお楽しみ会で、主に保育園帰りの親子が参加してくれ
ます。このサロンを始めたことで、参加親子が楽しみ喜
んでくれることはもちろんのこと、開催スタッフ自身も
子どもたちの元気と明るさのおかげで、毎回元気パワー
をもらい若返っています。
　その他の地域福祉行事では高齢者との昼食会やペタン
ク大会、餅つき大会など地域の方が気軽に参加できる行
事を計画するよう心がけています。また、今年度より「池
多社協だより」を発行し、地域の情報や課題を発信して
います。今後も住民の方々とのつながりを深め、住みよ
い地域づくりを目指していこうと思っております。
� 松岡　信昌

地区社協活動紹介

池 多 社会福祉協議会
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　市内にある小学校・中学校・高校（ボランティア推進校）が作成した、ボランティア活動や
福祉教育に関する壁新聞を掲示します。日ごろ、学校や子どもたちが取り組んでいる活動を、
ぜひご覧ください。多数のご来場をお待ちしています。
【会場・日時】
★大阪屋ショップ アプリオ店
　11月13日（月）～11月21日（火）小学校
　11月22日（水）～11月30日（木）中学校・高校
★射水市役所本庁舎 １階エントランス
　12月７日（木）～12月21日（木）小学校・中学校・高校

　新湊高校ボランティア部では、ペットボトルのリサイ
クル、校内の普段見落としがちな場所の清掃、被災地へ
の募金活動を行っています。
　また、毎月１回学校近くの六渡寺海岸で地域の方と一
緒に海岸清掃を行い、地元の環境美化活動に取り組んで
います。

　春から地域の老人ホームへの訪問を繰り返
し、お年寄りの方とふれあい、夏休みには施
設の方と一緒に夏祭りに参加し、皆さんが楽
しんで頂けるようお手伝いをしました。私た
ちはボランティア活動を通して、積極的に地
域とのつながりを深めていきたいと考えてい
ます。これからも幅広い分野で様々なボラン
ティア活動に積極的に取り組んでいきたいで
す。

ぼらんてぃあHello!

▲万葉苑へ訪問し踊りを披露

▲六渡寺海岸の清掃の様子

富山県立新湊高等学校
ボランティア部　部長　宮川理瑚

ボランティア推進校活動紹介

射水市ボランティア推進校活動紹介壁新聞

▲昨年度の様子

掲示案内
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　この広報を編集している時に、カズオ・イシグロ氏のノーベル文学賞受賞が発表されました。5歳で渡英し英国の大学院に進み小説を書き
始め20代で英国籍を取得、英語文学賞（コスタ賞）も受賞している彼は、日本語は聞きとれるけど話せないし書けないので、普段から英語で
会話をし、執筆活動はもちろん英語です。しかし、彼は受賞後「私の世界観には日本が影響している。私の一部はいつも日本人だと思ってい
た。」と会見で発表しています。幼き日の想いや経験は、人の深部に残りいつまでも色あせず忘れぬものなのだと感じた一言でした。よろしけ
れば皆さんも、彼の作品を読んでみませんか？� 次号▶No.49　Ｈ30.2月発行

編集後記

福祉のためのご寄附
ありがとうございました

（平成29年７月〜９月　敬称略）

〈社会福祉事業〉
　射水カラオケ会� 32,258円
〈善意銀行〉
　緑町自治会� 10,000円
　江柱町獅子方� 10,000円

成年後見制度に関する基礎的な理念や知識などを習得し、
判断能力が十分でない方の生活を身近な立場で支援する
市民後見人養成講座を開催します。
日時　平成29年
　　　　11月21日（火）、22日（水）、29日（水）、30日（木）、
　　　　12月 6 日（水）、7 日（木）
会場　大島社会福祉センター
※詳細は射水市社会福祉協議会ホームページに掲載しています。
問合せ・申込先
� 地域福祉課　TEL 52-5190 ／ FAX 52-5852

◆日常生活の心配ごと、悩みごとの相談
　相談時間　　　　　　相談員
　　13：30～16：00　　　民生委員・児童委員

心配ごと相談

相 談 場 所
相　談　日

問合せ先
11月 12月 Ｈ301月 2月

新 湊 交 流 会 館 2日
16日

7日
21日 18日 1日

15日
新湊支所
☎︎82-8450

小杉社会福祉会館 6日
20日

4日
18日 15日 5日

19日
小杉支所
☎55-2813

大島社会福祉センター 7日
21日

5日
19日 16日 6日

20日
地域福祉課
☎52-5190

相談無料　秘密は守ります

◆仕事や生活に困っている方の相談
　相談時間　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00
　相談場所　大島社会福祉センター

自立支援相談

射水市生活自立サポートセンター
（地域福祉課内）☎52－7080問合せ先

ひとりで悩まず一度ご相談ください。

　この講座では、地域ふれあいサロンや福
祉施設などで、音楽に合わせて参加者や利
用者と一緒に歌ったり、身体を動かす活動
をするボランティアを
養成します。お気軽
にご参加ください。

日時
第１回　11月17日（金）  9：30～11：30
第２回　11月24日（金）13：30～15：30
第３回　12月１日（金）  9：30～11：30

場所　大島社会福祉センター ２階 研修室
　　　（射水市小島700番地１）

講師　日本レクリエーション協会公認指導
　　　インストラクター� 本江 春枝 氏
　　　日本音楽療法学会認定音楽療法士
� 増田 羊子 氏

受講料　無料

定員　20名程度（全３回出席できる方）

申込締切　11月13日（月）

問合せ・申込先　地域福祉課
　　　　　　　 ＴＥＬ：５２－５１９０
　　　　　　　 ＦＡＸ：５２－５８５２

音楽レクリエーション
ボランティア養成講座

市民後見人養成講座
受 講 者 募 集
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まちがいは７つです。
7つ見つけた正解者の中から抽選で10名様
に図書カード1,000円分をプレゼント！

赤い羽根 まちがいさがし

12月8日（金）必着

７つのまちがいに○をつけて、住所・氏名・
年齢・アンケート・「福祉いみず」の感想・社
会福祉協議会の活動についてのご意見を記
入のうえご応募ください。
※記入いただいた個人情報は、プレゼントの発送に
　のみ使用いたします。
　当選は、発送をもってかえさせていただきます。

７つのまちがいに〇をつけてね！

応募方法

応募締切

〒
住所

氏名

電話番号

年齢　　　 歳

男 ・ 女

◆ アンケート ◆
当てはまるものを○で囲んでください。

＊射水市社会福祉協議会を知っていますか？
知っている・聞いたことがある・知らない
その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

＊福祉いみずについてお聞かせください。
　『福祉いみず』を読んでいる。（年４回発行）

毎回読んでいる・気になったところは読む
目をとおすだけ・読んだことはない

＊掲載内容について。
よくわかる・ややわかる・あまりわからない
わからない

＊「福祉いみず」の感想・社会福祉協議会の活動に
　ついてのご意見ご要望

わかるかな？　上と下の絵をみて
７つのまちがいをみつけてね！
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の り し ろ

の

り

し

ろ

の り し ろ

福祉いみず No.48

①切り取り線に沿って、
　紙面から切り取り、
　この面が外側になるように
　中央を折ります。

②あて先を下にして、
　のりしろを図のように
　貼り合わせます。

愛ちゃん

82円切手
貼ってね

希望くん

③82円切手を貼って
　お近くのポストへ
　投函してください。

封筒の作り方

〒939-0274
　射水市小島700-1

社会福祉法人
射水市社会福祉協議会 行

下記の【封筒の作り方】を見て、のりづけしてご応募ください。

８月号のまちがいさがしに、たくさんのご応募、ありがとうございました。
【お詫びと訂正】
７つのまちがいさがしと表記しましたが、８つの間違いがあっ
たことが、応募者の皆さまからのご連絡で分かりました。大変
申し訳ありませんでした。よって、今回は応募者全員の中から
抽選とさせていただきました。　応募総数　174名
寄せられたみなさんの声をいくつか紹介します。

今まで子どもがまち
がいさがし

をするまで見たこと
がなかった

のですが、最近よく
読むように

なり、毎日の生活に
役立つよう

になりました。�（4
0代 女性）

ためになる話題も多く、色々な講座に
も興味があり、受講しようかと思案中
です。社協の取り組んでいる事柄がわ
かってきました。� （60代 女性）

福祉にはいろいろな役割があ
り、活動されていることに
びっくりして興味関心をもち
ました。� （10代 男性）

地域のことがよくわかっていいです。転ばぬ先のアドバイス食事編のような記事がもっとあればよいと思います。� （90代 女性）

８月号まちがいさがし答え

≪8つのまちがい≫
●ビーチボールの配色
●カニの目　　　　●氷の文字の色
●貝のむき　　　　●希望くんの足
●ストローの向き　●ヨットの位置
●シャチの遊具がイルカになっている

街頭募金活動をする民生委員と地域の子どもたち
10月1日 新湊曳山まつり


